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１．研究目的 

マルコフ連鎖モデルを野球の試合に適用し，与えられた対戦する 2チームの打順か

ら勝率を計算する手法が提案されている．この手法では打撃成績と走塁成績，守備成

績を考慮に入れて計算を行っているが，走塁・守備成績についてはデータ数の少なさ

から複数のシーズンの各成績を用いて計算を行っている．特に守備成績のうち，失策

については計算結果に反映されていなかったが，近年取得できる記録の種類や量が増

加しているためこの成績を含めた勝率の計算手法を提案する． 

２．研究成果の内容 

失策の成績を考慮した勝率の計算方法を用いて，守備成績の優劣が勝率に与える影

響を以下のようにして評価する．まず準備として日本のプロ野球（以下，NPB）にお

ける平均的な打撃・走塁・守備成績を全選手の成績から求め，これらの成績をもつ 9

人を並べたチーム（以下，NPB 平均チーム）を 2つ用意する．すべての選手が同一

の成績をもつため，計算される勝率は.500（以下では引き分けの確率を除いた値を用

いる）となる． 

守備成績が勝率に与える影響を評価するために，各ポジションの打球処理機会数が

多い 10選手を抽出しそれぞれの選手の守備成績をNPB平均チームの当該ポジション

の守備成績と置き換えたチームがNPB平均チームと対戦した場合に計算される勝率

の.500からの変化量を求め，影響の大きさを測る． 

数値実験の結果，NPB平均チームの選手と置き換えた際に最も勝利数を増加させた

野手は三塁手のMiyazakiであり，同選手の許進塁結果により 1 シーズンに換算する

と勝利数が 0.41勝分だけ増加することになる．逆に二塁手の Nishinoについては 1

シーズン換算で NPB平均チームの二塁手よりも勝利数が 0.59勝分だけ減少すること

になる． 

次に実際に対戦した 2チームの打撃・走塁・守備成績から勝率を計算し，2019年

のシーズンに守備の評価が低かったチーム（Tigers）の守備成績を評価が高かったチ

ーム（Dragons）の成績に置き換えた場合の勝率の変化を求めた．Tigersの対戦相手

としては同シーズンにリーグ平均に近い打撃成績を収めた Bay Starsを用いた．対戦

する両チームの打撃・走塁成績と Bay Starsの守備成績を固定した上で Tigersの守備

成績を Dragonsのそれに変化させた場合の勝率への影響を求める． 
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各ポジションの守備成績を置き換えた結果，最大で遊撃手において約 0.90勝の差が

発生し，投手と捕手を除く 7ポジションを置き換えた場合は約 1.61勝の差が発生し

ていた． 

 

３．学際共同利用が果たした役割と意義 

本研究は萌芽的な研究であり，このような研究に対して計算資源を提供してもらえる

ことには大変意義があると考えている．またスポーツ科学分野の研究者に対して並列

計算機を用いたアプローチを用いた研究手法を紹介することにも繋がり，同分野の発

展にも寄与するものと考える． 

４．今後の展望 

現在，失策を考慮に入れた勝率計算手法を並列計算環境上で実装中であり，実装するこ

とで守備成績における失策を考慮に入れた最適な打順を選定することが可能となる． 
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５．成果発表 

現在論文誌に投稿中． 

 

使用計算機 使用計算機

に○ 

配分リソース※ 

当初配分 追加配分 

Cygnus    

Oakforest-PACS 〇 50,000  

※配分リソースについてはノード時間積をご記入ください。 

 


